
 

 近年、相次ぐ食品関連のニュースなどから「 安全・安心 」への意識が一層高まってきており、それにともなって、

異物に関するさまざまな苦情件数も増えつつあります。日本水処理工業では異物検査によって物質を特定し、安全へ

の対策のお手伝いをさせて頂きます。 

 

・検体の観察 

まずは異物の色、形状、触感、におい、大きさなど目視による観察を

します 

・実体顕微鏡での観察 

数 10 数倍で異物の形状・色を詳細に観察します 

・ＳＥＭ＋ＥＤＸ（走査型電子顕微鏡） 

 エネルギー分散型Ｘ線元素分析：主に無機物を分析 

走査型電子顕微鏡で異物を観察します。（10～1000 倍）また、観察と同時

にどのような元素が存在しているかを瞬時に調べることが可能です。元素

分布状態が分かるので製品中に含まれる異物も特定することが可能です 
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FT-IR によるスペクトル比較 
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 異物は毛、虫、植物、繊維、プラスチック、金属、塗料片、カビ、微小生物など多種多様な物質が考えられます。

そのため物質を特定する為のさまざまな検査を行ってはじめて結果がわかります。 

ここではこれらの異物を調べる方法をご紹介させて頂きます。 

・ＦＴ－ＩＲ：主に有機物を分析  

赤外吸収スペクトルを調べることによってどのような構造を持つ有機物

かを調べることが可能です。また、約 7000 のライブラリーと比較するこ

とによって有機物の定性を行なうことができます。弊社ではＡＴＲ法（全

反射法）を用いることにより容易かつ迅速に分析を行うことが可能です 

・スケール分析 

異物を酸処理にて溶解させ、トータルの含有している金属をＩＣＰに

て分析。強熱減量によって差分を有機物量として結果を出します 

 


